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まちのあかるさは、警察にまかせておくだけでは薩保できないa

ll()喜重と私たちの協力で、タレン隊も、 小暴力も…捕できる。いや

が bせや、押しつけがましいこと半、暴力的行埼をな〈すために、

お互いの決意をかためよう。

まち
六
月
の
県
議
会
は
「
公
衆
に
い
ち
ぢ
る
し
い
搾
惑
ぞ
か
け

Z

ひ
と
ご
と
と
せ
ず
、
ナ
ぐ
欝
掃
討
へ
連
絡
す
る
こ
と
が
、
ニ

暴
力
的
不
良
行
為
等
の
紡
止
に
関
す
る
条
例
い
を
苛
浜
、
県
の
条
例
の
効
果
を
あ
げ
る
唯
一
の
方
法
と
い
え
る

c

も
セ

は
、
先
月ζ
の
条
例
を
公
布
し
ま
し
た
。
こ
の
察
側
は
い
わ
ろ
ん
、
遊
察
で
も
、
欧
締

η

本
訟
を
殺
置
し
て
積
極
的
こ

ゆ
る
グ
ぞ
れ
ん
隊
防
止
条
例

8

と
呼
ば
れ
、
ま
ち
の
ぞ
れ
ん
取
締
る
。
ま
た
防
犯
灯
を
ふ
泊
し
て
、
ま
ち
を
明
る
〈
す

畿
や
チ
ン
ピ
ラ
に
恐
れ
ら
れ
て
い
あ
も
の
で
す
。
こ
の
条
例
る
こ
と
も
、
予
防
措
麗
と
し
ふ
て
ぜ
ひ
心
が
け
て
ほ
し
パ

C

が
効
力
を
発
し
た
の
は
八
月
一
門
口
、
県
下
各
議
議
要
は
、
い
被
害
に
あ
っ
た
り
、
暴
力
行
為
を
み
か
け
た
と
き
ぷ
、
そ

っ
せ
い
に
、
議
力
的
不
良
行
為
等
の
取
締
り
本
部
を
議
壁
し
れ
が
い
か
に
ち
い
き
な
こ
と
で
も
、
ぜ
ひ
警
察
へ
日
制
け
出

ま
し
た
。
て
ほ
し
い
。
電
請
な
ら
一
一
つ
昼
、
迂
く
の
交
番
か
駐
在
す
る
ハ
第
五
条
・
第
六
条
)

ζ
れ
を
機
会
に
平
塚
饗
察
署
は
、
市
内
か
ら
、
小
輯
晴
元
の
一
明
へ
通
報
し
て
も
よ
い

c

密
パ
チ
ン
コ
箆
の
店
内
や
、
そ
の
付
近
を
う
ろ
つ
い
た

p
、

擦
を
は
か
る
こ
と
と
し
、
手
ん
な
ち
い
ざ
た
被
害
で
も
ぜ
ひ
こ
の
条
例
の
対
震
と
な
る
小
一
暴
力

C
J
え
ば
、
た
と
え
ば
人
に
つ
き
ま
と
っ
て
、
お
客
か
ら
景
高
や
笈
品
等
を
由
民
つ

警
察
に
厨
け
出
る
よ
う
市
民
の
協
力
を
要
請
し
て
吉
ま
し
た
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
た
り
、
資
お
う
と
し
た
り
ナ
る
い
わ
ゆ
る
濠
品
質
い
な
ど

こ
の
条
例
に
違
反
し
た
者
は
、
一
万
円
以
下
の
罰
金
ま
た
は
①
遍
路
・
公
園

e
飲
食
店
・
乗
り
物
な
ど
で
、
人
に
い
刊
が
ハ
第
七
条
〉

拘
留
、
税
制
に
処
せ
ら
れ
、
常
期
間
者
に
は
六
カ
月
以
下
の
懲
か
り
を
つ
け
た
り
、
ナ
ど
ん
だ
哲
ナ
る
こ
と
。
ま
た
婦
人
⑤
ふ
だ
ら
な
も
の
を
兎
せ
る
と
か
、
売
る
と
か
言
っ
て
客
引

役
ま
た
は
一
一
万
円
以
下
の
間
金
を
一
課
ナ
る
と
い
う
吉
び
し
い
を
ひ
や
か
し
た
担
、
は
ず
か
し
め
た
り
、
お
祭
り
や
駒
場
き
を
し
た
り
、
チ
ラ
シ
な
ど
を
配
っ
て
通
行
人
に
誘
い
か

も
の
。
い
や
が
ら
せ
、
た
か
り
、
押
し
議

E

、
態
震
な
し
し
な
ど
で
湾
乱
菅
起
す
よ
う
な
こ
と
を
ナ
る
こ
と
。
人
に
つ
け
る
こ
と
や
、
持
ち
物
を
と
り
あ
げ
た
り
衣
服
を
つ
か
ん

舞
い
、
ダ
フ
ヤ
・
シ
ヨ
パ
ヤ
、
景
品
質
い
、
不
当
な
客
引
宮
ま
と
っ
た
り
、
言
い
が
か
り
を
つ
け
て
た
か
る
行
為
な
て
強
く
客
引
曹
を
す
る
よ
う
な
不
当
な
客
引
書
も
よ
っ
き

官
、
海
な
ど
で
の
あ
ぶ
な
れ
行
為
な
ど
、
こ
の
条
例
の
適
扇
ど
第
一
番
に
検
挙
の
対
象
と
な
る
(
第
二
義
第
一
一
一
条
〉
。
り

τ
法
行
為
と
な
っ
た
(
第
八
条
〉
C

範
聞
出
は
、
い
ま
ま
で
、
犯
霧
と
し
て
成
立
し
な
か
っ
た
よ
う
包
押
し
売
わ
や
、
荒
ぽ
い
と

C
を
言
っ
て
広
告
や
寄
付
の
募
豆
海
水
浴
場
な
ど
人
が
泳
い
で
い
る
と
こ
ろ
で
、
む
や
み
に

な
ち
い
さ
な
不
良
行
為
を
も
ふ
く
み
、
市
民
の
積
極
的
立
協
集
を
し
た

p

、
こ
と
わ
っ
て
い
る
の
に
滑
ら
な
か
っ
た

η

モ
ー
タ
ー
ポ
ー
ト
を
走
ら
せ
た
り
、
人
の
関
を
ぬ
っ
て
走

力
が
あ
れ
ば
、
ま
ち
の
畿
力
は
い
さ
さ
か
も
残
さ
ず
一
掃
で
ず
る
こ
と
。
街
頭
な
ど
で
頼
み
も
し
な

J
の
に
物
を
窃
つ
、
っ
せ
た
り
す
る
こ
と
。
浮
寺
輪
や
ポ
!
ト
本
ど
に
い
た
ず

曹
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
、
そ
の
意
義
と
効
果
は
、
大
吉
た
り
、
歯
し
た
り
し
て
代
金
を
委
求
ず
る
ぷ
う
な
こ
と
も
ち
を
す
る
こ
と
。
海
浜
な
ど
人
の
集
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

な
も
の
が
あ
る
と
綴
侍
さ
れ
て
い
ま
す
。
取
り
締
り
の
対
象
で
あ
る
(
第
四
条
〉
。
む
や
み
に
オ
ー
ト
バ
イ
を
運
転
し
た
り
、
エ
ン
ツ
ン
壱
ふ

門
平
塚
欝
察
署
か
b

の
要
議
回
今
月
か
ら
「
ぐ
れ
ん
臨
時
紡
③
ダ
ブ
屋
、
シ
ヨ
パ
援
の
た
ぐ
い
。
ャ
ミ
売
り
を
す
る
た
め
宇
よ
ご
れ
メ
ギ

x
t

惑
を
か
け
る
こ
と
も
危
喰
で
あ
り
、

止
条
例
」
が
効
力
を
発
し
た
。
答
祭
と
市
民
の
協
力
と
に
乗
車
券
や
入
場
券
を
寅
つ
た
め
買
お
う
と
ナ
る
こ
と
、
暴
力
行
為
と
し
て
一
摘
す
る
ハ
第
九
条
〉
。

で
、
平
塚
か
ら
小
暴
元
を
一
掃
し
た
い
。
ど
ん
な
ち
い
さ
ま
た
、
そ
の
切
符
を
猿
ろ
う
と
し
た

η

売
ウ
之
り
す
る
こ
小
暴
力
は
投
手
く
の
人
が
、
見
た
り
、
被
害
宇
受
け
た
一
経
験

な
被
害
で
も
め
ん
ど
う
が
ら
ず
、
恐
れ
ず
、
ナ
ぐ
欝
嬢
へ
と
、
あ
る
い
は
集
り
の
酎
即
席
ゃ
、
乗
る
瀬
審
攻
ど
を
売
つ
が
お
あ
れ
と
思
う
。
ま
ち
の
と
み
で
あ
り
、
害
虫
の
よ
う
な

履
け
る
こ
と
。
ま
た
、
器
売
を
受
け
て
い
る
人
を
み
た
ら
、
た
り
売
ろ
う
と
し
た
担
す
る
こ
と
も
、
三
の
条
例
に
違
反
も
の
だ
。
一
掃
に
、
ぜ
ひ
市
民
の
協
力
も
得
た
い
。
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当
面
の
防
政
事
情
は
、
昨
年
度
来
懸
寮

事
業
に
韓
捕
手
し
て
お

p

、
攻
か
で
も
、

市
民
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
し
尿
処
箆
場

の
遊
説
、
と
み
焼
却
場
の
建
設
、
火
葬
つ

援
の
建
設
、
女
佑
踏
切
の
立
体
安
琵
事

議
、
新
市
庁
舎
の
建
設
た
ど
は
、
お
お
ほ
か
、

む
ね
十
八
億
円
の
義
務
負
担
と
法
っ
て
待
問
問
の
な
か
か
ら
、

ど
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。
庶
両
国
佳
お
臣
、

ζ
と
ニ
カ
年
度
は
、
約
四
1
五
ペ
官
経
由
置
に
つ
川

宅
の
建
設
を
品
川
一
一
濯
し
た
い
。
こ
の
期
億
円
つ
っ
こ
れ
ら
の
負
訟
を
支
払
っ
て
兇
と
お
し
を
た
中

地
取
得
策
は
、
長
綴
的
視
野
に
立
つ
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
ち
ょ
う
ど
、
本
て
ま
い
り
た
い
。

た
被
保
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
年
度
と
明
年
度
に
、
本
市
の
財
政
支
出

で
、
京
市
間
開
発
政
策
の
た
め
に
発
足
は
ピ
ー
ク
を
む
か
え
て
い
る
。

さ
せ
る
開
発
公
社
の
業
務
の
な
か
に

重
点
的
に
折
り
込
む
予
定
だ
。

そ
の
他
社
会
施
策
に
認
漣
ナ
る
穏
鐙

つ
い
て
も
積
極
的
に
対
処
し
た
い
。

一瞬、。ー・'事、号、.#"..

六
月
末
に
開
会
し
た
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
加
藤
市
長
は
、
市
長
就
任
後
初
の
施

政
方
針
演
説
を
行
な
い
、
昭
和
三
十
八
年
度
お
よ
び
今
後
の
市
政
運
営
に
つ
い
て
の
方

針
た
あ
き
ら
か
に
し
ま
し
た
。
要
旨
次
の
と
お

震童

書 52
佳隆はい
民畠 刊
の柿iJj' ... 
福震蛇 ι
設のとら
も}み ι

行量主に

② 

次

都
市
雷f
種
事
業
と

聖

長言号
室長接
待てに側
に対い混
と策と 1

4ミ埜ま扱
え謡がオく
たじな路
ドいの
。市。不

④ 

君主民長
~住期
言電宅的
患を視
委建野
~設で
警庶
つ

排
水
路
道
路
の

お
く
れ
認
め
る

こ
ら
し
て
使
歯
を
達
成
し
た
い
。

市
の
財
政
支
出

今
明
年
に
ピ
ー
タ

へ......"..・，-..，.，、

一

国
他
県
の
財
源

導
入
に
努
め
る

二
十
四
位
セ
ン
タ
ー
で

一
市
福
祉
事
務
所
は
、
県
民
生
部
と

こ
の
た
め
、
他
の
事
業
に
ヘ
ホ
り
多
く
…
平
塚
市
社
会
日
間
朝
協
議
会
の
議
揮

の
期
日
聞
が
か
け
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
る
一
争
議
て
、
こ
と
し
も
身
体
一
障
害
者

が
、
一
時
的
に
も
、
行
政
水
準
の
後
涯
を
{
慰
安
激
励
大
会
の
開
催
を
き
め
、

街
く
と
す
れ
ば
、
市
民
の
期
待
に
反
ナ
}
準
備
に
は
い
り
ま
し
た
。

⑤
農
水
産
業
と
望
奨
に
つ
い
て
は
る
ば
か
り
か
、
霊
長
字
影
響
も
す
と
き
・
八
月
二
十
四
日
後
一
時

指
導
奨
励
を
積
極
的
に
す
す
め
て
宮
大
哲
い
。
つ
よ
め
て
国
お
よ
び
燥
の
慰
…
マ
と
一
」
ろ
・
市
民
セ
ン
タ
ー

て
い
る
が
、
新
市
建
設
釜
本
数
回
の
源
を
導
入
す
る
こ
と
に
、
か
く
段
の
努
一
マ
品
読
者
二
市
内
の
身
体
障
室
口
者

産
業
振
興
計
画
に
も
と
づ
き
、
積
極
力
を
払
い
た
い
考
え
だ
。
…
約
一
千
百
人
を
予
定
。

的
ー
か
つ
呉
[
体
的
に
酔
暗
躍
し
て
い
く
考
今
期
一
般
会
計
に
二
信
二
千
九
百
万
…
こ
の
日
は
、
自
立
一
盟
仕
事
官
、
内
山
田

え
で
あ
る
。
円
の
追
加
を
行
な
う
ハ
雲
市
に
掲
載
〉
一
功
労
者
世
、
援
護
法
力
者
一
一
一
一
人
の
表

今
後
の
財
源
の
す
べ
て
を
見
と
お
す
に
一
彰
や
身
体
障
答
者
の
か
く
し
議
大

以
上
の
蓮
点
施
策
の
異
体
策
は
、
予
算

a

は
時
期
的
に
困
難
で
あ
る
の
で
、

A母
親
一
会
、
眉
聞
い
軍
人
妻
の
会
の
出
演
志

の
え
で
明
ら
か
に
し
て
い
曹
た
い
。
確
実
に
毘
込
め
る
財
源
に
の
み
た
ょ
っ
一
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
身
体

電
車
寄
雪
量
に
こ
た
え
た
。
こ
の
追
加
予
算
は
、
当
初
骨
格
乙
警
章
一
変
づ
け
、
忌
の
留

る
た
め
に
喝
弾
力
性
に
と
む
、
計
一
一
国
的
算
戸
山
第
一
回
の
出
向
付
け
を
す
る
と
と
も
一
解
を
深
町
る
の
が
ね
ら
い

c

本
財
政
運
営
に
よ
白
、
創
意
と
ヱ
突
を
に
、
議
点
的
必
義
経
質
に
所
曹
の
指
向
軍

新
市
e

産
業
振

興
計
画
進
め
る

昭和 38 年'8 月時日

前
連
事
者
が
と
っ
て
吉
た
教
青
優

先
の
朗
脱
皮
は
、
こ
れ
を
継
涙
し
て
い

く
。
と
く
に
義
務
教
青
学
校
の
繋
舗

に
お
い
て
、
特
別
教
室
、
田
圏
内
体
育

館
の
早
期
完
成
、
老
朽
危
険
校
舎
の

改
築
、
学
校
用
地
の
確
保
、
付
属
議

担
設
の
売
突
を
殴
り
、
さ
ら
に
釦
児

教
背
の
震
譲
位
に
か
ん
が
み
、
市
立

幼
稚
習
の
設
立
を
挺
進
し
た
い
。

社
会
教
育
関
係
に
お
い
て
も
公
民
館

体
湾
筋
設
等
を
執
道
に
φ
令
、
繋
属

し
た
い
む
誉
え
る
。

-
①
経
理
事
務
斜
(
祭
出
部
則
的

友
八
T
名
、
前
拙
間
六
カ
月
で
商
議
簿
一

記
、
原
価
割
算
、
税
務
会
計
、
決
算

依
写
)
、
②
実
務
事
務
制
(
展
開
部
一

男
女
六
カ
月
一
ニτ{
]、
高
出
雲
品
目
科
一

諮
問
介
語
、
簿
記
、
抗
議
、
"
を
タ
イ

ザ
)
、
③
￡
交
タ
イ
プ
科
ハ
院
世
間
部
一

京
六
カ
月
二
一
十
名
、
十
品
交
タ
イ
プ
の

釘
ち
方
、
商
業
談
話
、
珠
算
〉
。

m
w
~

和
女
タ
イ
プ
起
(
録
制
部
女
六
カ
月
一

三
十
名
、
和
女
タ
イ
プ
の
打
ち
方
、
一

郎
側
、
抗
議
)
、m
w…
佐
官
事
務
科
ハ



資
金

酔
坦
設
擦
で
は
、
防
災
建
築
へ
の
気
運
が
市
一
内
商
店
街
の
聞
に
た
か
ま
っ
て
い
る
と
の
判
断
に
た
ち
、

防
終
嬢
奨
を
行
な
う
ば
あ
い
は
、
共
同
建
築
と
す
る
よ
う
指
導
に
の
り
出
し
て
い
ま
ナ
。
共
間
同
防
災

建
築
り
実
際
例
で
は
、
間
道
添
い
市
役
所
歯
切
の
商
鎖
盛
時
間
店
街
が
、
そ
め
好
例
と
し
て
す
で
に
ス

タ
ー
ト
し
て
お
り
、
今
後
も
そ
の
う
ど
舎
を
み
せ
る
と
と
ろ
が
あ
る
と
面
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
一

方
で
は
、
徳
々
に
こ
の
透
明
間
を
行
な
う
傾
向
も
み
ら
れ
、
健
逗
諜
で
は
、
で
き
れ
ば
共
同
建
築
が
有

利
で
あ
り
、
の
ぞ
ま
し
い
と
の
呼
び
か
け
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

、
場

仇
N
t
mの
中
心
街
に
、
耐
火
建
築
を
一
一

一
ば
あ
い
、
①
ホ
燃
化
に
よ
っ
て
叫

つ
一
防
止
さ
れ
る
、
②
土
地
利
用
が
八

一
に
考
え
ら
れ
る
、
③
議
援
が
い
市

が
り
一
し
く
慈
面
隔
で
哲
る
を
と
の
利
点
目

ら
れ
ま
す
が
、
さ
ら
に
こ
れ
を
、

昭和 38 年 8 月間限

市
立
富
士
克
公
民
館
で
「
子
供
を
危

険
か
ら
守
る
写
実
」
の
募
聾
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。

マ
募
集
灘
両
同
・
八
月

i

九
月
五
回

マ
課
題
・
子
供
を
危
険
か
ら
守
ろ
う

マ
作
品
・
取
材
能
関
は
な
る
べ
く
議

士
見
地
区
で
あ
る
こ
と
。
八
ツ
切

・
組
写
真
で
汽
融
制
限
な
し
、
作

品
は
間
公
民
館
内
に
展
示
す
る
。

応
募
者
に
は
記
念
品
7
8縁
る
。

需
公
民
銀
は
、
と
の
写
実
募
語
に
つ

い
て
「B
ご
ろ
、
子
供
た
ち
は
ど
ん

な
所
で
、
ど
の
よ
う
な
あ
そ
び
を
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
も
し
そ
の
揚

が
危
倹
な
場
所
で
あ
っ
た
り
、
あ
ぶ

な
い
遊
び
方
で
あ
ヲ
た
ら
i

地
区
民

の
共
同
寅
任
に
お
い
て
、
野
外
の
危

険
な
場
所
に
は
、
そ
の
対
策
智
考
え

-噌旬-瞥-司'句_-‘a、~垣詞a担祖-ー，句~-‘身句‘畠戸抱遁言旨巡~・~喝

iJ ヨ

(3) 

る
ペ
君
だ
。
子
供
の
保
護
安
全
を
は

か
り
、
そ
の
た
め
の
注
露
骨
お
こ
た

る
べ
き
で
は
な
い
。
入
の
子
、
自
分

の
子
の
区
同
叫
が
あ
っ
て
い
い
は
ず
は

な
い
。
今
回
は
、
こ
の
問
題
に
ピ
ン

ト
を
あ
わ
せ
た
作
品
を
募
集
し
、
公

の
国
民
訴
に
も
し
た
い
」
と
説
瞬
し
て

い
ま
す
。
多
数
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

:
2

市
教
委
主
催
で
、
市
立

額
商
獲
幼
稚
省
児
・
小
学
長
・

中
学
窓
・
高
校
生
の
図
画
展
日
日
開

鰭
さ
れ
ま
す
。
九
月
十
士
宮
〈
金

〉
ト
十
五
日
ハ
日
)
ま
で
、
児
問
則

合
体
育
館
、
毎
日
九
時
か
ら
十
六

時
ま
で
開
場
。

終!湾軍書災建築!こふみきった重苦銀l!I!:務店街の

完成予怒翻・・霊童量量際書製作

{参加申 l ，iMは 8 月 15IH -C'に 1
見的合体育館内大会本部へ j 

a Jl 25日陸上麓誰江藤中ダランド

ρ 射 撃平嘩瀧岸

軟式野球寵 i 日 護軍嘩場主洋中

r 謹 選見附合武道場

掛 選昆待合小梓育菌

軟式躍津軽鹿町産車場

パレ ωボール見荷台体菅舘

ソフトポ四 Jレ 高注高桂叶港小

2 月! 日 軟式野茸第2 罰境賀車場骨太洋中

車 車平嘩高誼棒膏館

パ1ケットポ四見 F骨量悼曹麓
ル欝 i 罰

平農悼背館

トポm 昆精台体育館

平農悼曹鑓

岳未 定

" 長野菅平スキー曜キ

宮島 S 詰

出
見物

問
初
旬

~
上
上

a
n
良
川
R
M

愉m
w
H
H。，
.



(4) 

七
月
五
白
か
ら
九
日
ま
で
、
七
夕
さ
ん
の
七
段
白
隠
百
を
は
さ
ん
で
醐
開
催
し
た
通
算
第
十
一
一
一
回
自
の
平
塚
七
夕
ま
つ
り
は
、
好
天
に
恵

ま
れ
、
例
年
を
こ
え
る
人
出
品
官
記
録
し
ま
し
た
。
行
事
も
、
七
臼
の
ミ
ス
七
夕
情
償
千
恵
子
さ
ん
の
パ
レ
ー
ド
を
山
と
し
て
感

E
上
担

を
見
せ
、
七
夕
ま
つ
む
を
支
え
る
竹
節
り
も
、
昨
年
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
指
伊
る
審
賓
講
評
を
よ
く
と
り
あ
げ
た
夏
の
祭
典
に
ふ
さ
わ
し

い
作
品
が
め
い
だ
ち
ま
し
た
。
と
と
し
の
七
夕
ま
つ
り
は
、
過
去
土
安
め
歳
月
を
基
礎
に
、
全
市
民
の
ま
た
会
図
的
な
鰐
犯
行
事
と
し

て
の
安
定
性
と
市
内
容
を
み
せ
、
申
る
が
な
い
践
を
占
め
る
に
張
っ
た
と
義
一
倍
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
特
選

紀
伊
箆
盤
、
天
彦
食
襲
、

動
議
銀
行
平
塚
支
店
ほ
か
八
世
間
。

マ
第
草
地
区
・
一
等
お
お
の
や
宿

店
、
二
等
く
ぽ
主
菜
子
店
、
松
商

局
、
一
ニ
等
ブ
ラ
ザ
ー
ミ
シ
ン
ぼ

A

点
。

マ
第
路
地
町
出
・
一
等
は
た
の
や
、
}

等
平
塚
無
線
務
会
、
今
井
洋
品
店
、

一
一
一
等
高
万
ほ
か
五
店
。

V
開
閉
口
地
d
b・
一
等
山
鉄
露
店
、
一

等
虎
援
本
店
、
荒
井
葉
子
店
、

名
瞭
殴
ほ
か
、
}
点
。

マ
第
民
地
底
・
一
等
岡
田
約
金
出

支
店
。
二
等
山
田
屋
履
物
市
師
、

タ
バ
コ
店
。

か
一
一
一
廊
。

③
株
式
会
社
荒
持
源
太
郎
鶴
市
出
門

賞
任
者
広
沢
一
園
内
さ
ん
・
平
塚

新
宿
九
八
三
・
電
一
一
一
五

O
)

米
国
獲
さ
ん
が
相
談
所
を
開
設
③
丸
山
一
物
産
株
式
会
社
内
袋
缶

詰
米
墜
ざ
ん
の
間
体
が
、
七
月
一
の
こ
と
、
観
給
所
の
こ
と
な
ど
、
者
山
口
尚
仁
ざ
ん

e

須
賀
一
五

白
か
ら
、
市
内
の
次
の
場
所
に
、
持
米
の
滋
拾
に
擁
す
る
と
窓
見
、
一
ニ
一
一
・
電
一
一
一
ニ
六

0
2
一
一
〉
。

配
給
米
相
談
所
を
閑
語
、
お
台
所
睡
眠
筒
、
苦
鱒
な
ど
な
ん
で
も
お
寄
と
の
相
談
所
は
、
お
山
市
盤
ざ
ん
の

を
あ
ず
か
る
と
婦
人
が
た
の
、
配
せ
い
た
だ
宮
た
い
と
呼
び
か
け
て
金
問
国
間
凶
体
と
、
販
売
撲
協
連

φ
会

給
米
平
、
配
給
制
哩
に
闘
す
る
格
い
ま
す
。
相
談
所
は

t
:
-
e

国
団
体
が
つ
く
っ
て
い
る
米
朝
密

談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
①
平
岡
捕
食
糧
販
売
協
同
組
合
(
震
給
逝
欝
中
央
協
議
会
が
、
自
発
的

駆
給
米
の
品
質
の
こ
と
、
ね
だ
ん
任
者
内
藤
監
古
ざ
ん
・
平
塚
新
に
こ
と
し
か
ら
開
設
し
た
も
の

の
こ
と
、
時
の
こ
と
、
配
給
制
度
穏
六
九
千
明
暗
一
八
〉
、
で
一
照
下
に
二
十
一
、
市
内
に
一
}
一
カ

一
断
。
消
費
者
の
声
を
幸
君
、
疑
問

に
こ
た
え
な
が
ら
、
明
る
い
配
給

制
度
の
運
営
と
、
お
い
し
い
詰
米

の
配
給
を
は
か
つ
て
い
ζ
う
と
い

う
の
が
ね
ら
いe
こ
の
ほ
か
間
協

議
会
は
、
小
売
業
者
へ
の
業
務
国
間

噛
帯
、
自
治
資
査
、
特
選
米
の
館
給
、

精
米
議
置
の
近
代
化
な
ど
に
つ
と

め
、
開
国
さ
れ
る
配
給
制
制
度
に
努
力

し
て
い
ま
ナ
。
消
費
綴
は
去
様

1

相
相
談
所
を
お
お
い
に
利
用
し
て
、

強
給
総
度
を
よ
り
よ
い
も
の
に
脊

で
て
く
だ
さ
い
。

熊
下
に
は
、
横
浜
・
趨
須
賀

a
小
部

隊
の
各
裁
判
所
内
に
そ
れ
ぞ
れ
事
務

局
を
お
く
一
一
一
つ
の
審
査
会
が
あ
り
、

発
足
以
来
一
一
一
百
八
十
二
人
の
申
し
立

を
受
け
、
そ
の
う
ち
三
十
一
人
登
溜

訴
相
当
で
あ
る
と
議
決
、
起
訴
さ
れ

た
者
八
人
を
出
し
ま
し
た
。
そ
の
怠

か
に
は
、
裁
判
の
結
果
懲
役
八
年
の

震
剰
を
諜
せ
ら
れ
た
犯
人
も
い
ま
し

た
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
、
密
資

会
の
は
た
ら
曹
が
な
け
れ
ば
、
京
府
国

訴
処
分
の
ま
ま
、
被
害
者
の
泣
曹
寝

入
巨
に
終
っ
た
事
件
で
あ
っ
た
と
い

え
、
検
察
事
務
が
適
正
に
行
な
わ
れ

る
た
め
に
、
審
査
会
が
果
す
役
部
り

は
犬
舎
い
の
で
ナ
e

検
察
審
査
会
の
審
査
問
簡
は
、
有
権
者

の
な
か
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
い

わ
ば
ま
っ
た
く
の
し
ろEと
、
審
査

会
の
判
断
は
、
そ
の
ま
ま
関
民
の
良

織
と
健
全
な
民
意
に
も
と
ず
く
も
の

と
い
え
ま
ナ
。

検
察
宮
の
行
な
っ
た
不
起
訴
処
語
が

穏
当
で
あ
る
と
い
う
結
論
が
多
け
れ

ば
、
そ
れ
だ
け
検
察
事
務
が
漉
誌
に

行
な
わ
れ
て
い
る
証
左
で
あ
る
と
い

え
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
重
要
な
使
命
宇
も
つ
検

察
審
査
会
制
度
を
、
よ
り
よ
い
制
度

に
育
て
る
よ
う
、
市
民
の
協
力
を
お

願
い
す
る
次
第
で
ナ
。

小
田
原
検
察
審
窓
会

横
浜
地
方
裁
判
所



k
A

※
i

八
月
か
ら
あ
く
ま
で
清
掃
車
の
収
集
を
ま
つ
の
一

戦
一
九
月
に
か
け
が
合
理
的
で
あ
り
、
当
然
で
あ
る
。
一

7
~

唯
一
て
、
気
温
陸
毎
※

E

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
の
袋
に
入
れ
た

一
戸
詰
区
一
ニ
十
二
l
一
一
一
台
所
の
ご
み
は
、
路
の
と
み
や
、
安

一
え
一
、
一
度
、
ハ
エ
な
と
内
ー
か
ら
で
る
と
み
と
区
別
し
て
お
く

一
は
4
f一
の
衛
生
害
虫
は
の
が
理
想
的
だ
か
、
袋
に
は
い
っ
て

一
蚊
h
d

活
動
の
最
盛
筏
節
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

一
\
『
期
に
は
い
る
。
そ
の
ま
ま
、
ほ
か
の
ご
み
と
い
っ
し

R

今
月
こ
そ
、
総
ょ
に
と
み
箱
ゃ
、
ご
み
容
器
に
入
れ

⑤
力
を
あ
げ
て
、
て
よ
い
。
と
み
の
容
器
も
最
近
で
は

蚊
・
ハ
エ
へ
の
攻
撃
を
行
本
5
A
嘗
き
わ
め
て
衛
生
約
で
緩
く
て
、
持
ち

と
き
だ
。
は
こ
び
が
で
き
、
収
集
に
も
と
て
も

※
i

ハ
エ
は
、
ど
み
の
完
全
処
理
に
便
和
志
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
も
の
が

よ
っ
て
八O
パ
ー
セ
ン
ト
ー
登
場
、
市
内
の
家
庭
で
も
留
に

は
駆
除
で
き
る
と
い
わ
れ
霊
協
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
。

る
。
と
く
に
、
調
緩
場
や
お
合
同
※
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
ふ
た

台
所
か
ら
出
る
と
み
の
処
刊
令
の
つ
い
た
バ
ケ
ツ
裂
の
ど
み
容

濯
が
露
で
あ
る
。
票
総
書
、
ご
み
の
害
収
集
に
と

の
と
み
が
多
く
ま
じ
っ
た
時
国
も
な
っ
て
器
及
し
た
と
い
え

と
み
は
、
水
分
が
五
O
l
d

片
る
。
定
百
収
集
は
、
白
を
き
め

七
O
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
遼

4
ノ
て
一
週
両
聞
に
二
回
、
オ
ル
ゴ
i

k

イ
エ
バ
エ
の
最
大
の
車
ん
を
ス
ピ
ー
カ
ー
で
流
し
て
合

発
ι告
訴
と
な
っ
て
い
る
。
併
笠
間
凶
し
な
が
ら
、
収
集
車
が
ま
わ

※
i

お
台
所
の
と
み
は
、
岳
民
り
、
門
口
に
出
さ
れ
た
ご
み
を

そ
の
壌
で
処
荷
担
す
る
!
?
」
鴻

J

あ
つ
め
て
ま
わ
る
方
訟
で
あ

れ
が
、
お
台
所
を
守
る
甲
車
曲
部
る
。
い
堂
、
滋
地
区
・
羽
衣
白

隠
の
奥
さ
ま
方
の
任
務
で
治
会
・
海
岸
地
区
卸
会
・
富
士

あ
り
、
お
台
所
の
衛
生
の
コ
ツ
で
あ
見
五
区
間
内
会
な
ど
の
広
域
約
一
一

る
。
毎
日
、
台
所
か
ら
で
る
と
み
を
、
干
役
帯
が
、
こ
の
定
日
収
集
を
受

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
裂
の
袋
に
入
れ
て
始
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
地
区
は
、
い

一
一
宋
し
ゴ
ミ
に
ハ
エ
を
近
づ
け
な
い
。
ず
れ
も
地
元
で
自
発
的
に
定
自
収
集

こ
の
方
法
は
、
手
が
る
で
あ
り
、
経
の
態
勢
を
つ
く
り
、
清
掃
諜
へ
実
施

務
的
で
あ
り
、
し
か
も
効
果
は
絶
大
を
申
し
込
お
で
古
た
も
の
。
清
掃
諜

で
あ
る
。
こ
の
方
法
は
。
現
在
、
市
内
で
は
、
地
元
の
態
勢
が
と
と
の
え

の
約
三
分
の
一
以
と
の
家
庭
が
行
な
ば
、
ど
し
ど
し
定
河
口
収
集
区
域
を
ひ

っ
て
お
り
、
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。
ろ
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

※
i

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
の
袋
に
入
れ
た
※
i

間
出
来
す
る
衛
生
筈
虫
に
、
薬
剤

お
台
所
の
ご
み
を
、
あ
嘗
地
や
選
ば
窓
ど
を
う
ま
く
白
血
ち
て
防
戦
す
る
一

た
、
川
の
土
手
な
ど
に
ナ
て
た
の
で
方
衛
生
害
虫
の
温
床
と
な
る
と
み
の

は
、
袋
に
入
れ
た
せ
っ
か
く
の
行
為
処
彊
を
、
地
道
な
方
法
で
も
よ
い
か

が
意
味
を
長
な
う
ば
か
p

か
、
屋
外
ら
徐
々
に
完
会
な
も
の
に
一
ち
か
づ

に
ハ
エ
の
発
生
源
を
ひ
ろ
げ
る
わ
け
け
、
や
が
て
は
、
そ
の
発
坐
澱
と
、

で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
迷
感
港
及
ぼ
ナ
ひ
い
て
は
衛
生
害
虫
そ
の
も
の
と
き

範
毘
は
広
い
。
袋
に
入
れ
た
と
み
は
よ
う
な
ら
脅
し
た
い
も
の
だ
。

、\こ1

う工士宍
弘子γ-_"- も

\、

/ 

I 
~ζー一一、

放
し
飼
い
の
犬
の
事
故
ふ
え
ろ

26 尽から宙関せきとジフテリヤ
グ ※清原公民館

1J' ::38 0八橋公民銀
グ ※四之官公民館

赤ちゃんを対象

今年度第 1 由民の沼田せきとジアテ

リヤの混合予防接種を巡由実施亡さ
す。

胃r:xt重量児・①第 1 耳耳・昭和37 ・ 11 匙

1 ~38 ・ 4 ・ 30日までに生れた子

と生後 1 度もこの注射を受けてい

ないもの(ことし 3回援護が必

要〉②第 2期・昭和36 ・ II • 1 日
-37 ・ 4 ・ 308までに生れた子。

昨年第 1窃連続 3 図の皇室種がして

ある子で、ことしは I 包の援種で

よい。

軍料金・ 1 人 1 回について50円。

曹巡西日緩い

8月初日金自小学校関摘出張所

ニヒ康小学校

:2"� 城島公民館 量豊田公民館

金田公民館

28臼旭公民館宮沢小学校

問符公民館

中原公民館富士見公民館

大星野小学校 松原公民館

須賀公民館花水公民館

見約台主主道場

11 29臼

ff 30臼

ff 31 日

8 月 28

レントゲン恵巡回

衛生課は、官官月 lこ引き続きレントゲ

ンによる無斜健康診断を巡回中、お

J!ï'<ヘレントゲン車がまわっていき

ますホックやボタンのないシャツな

ら讃たままでもしかも 2-3分です

みます。あかるい健康な家庭生活を

い之なんでいくために、あなたも健

康診控訴をぜひ・ゐ

曹対象. 5才以上の人全員〈勤め鬼

や学校で受ける人は除く〉

軍巡箇尽程・会場0"口氏午前中、※
印は午後、午前中は 9 時30分~12

時まで、午後はl時-3時30分まで

8J3128 0ー※城島公民銭
b 13日 0ー※金回公民館

b 14臼 O太洋中学校

P ※須賀・岩熔誌夫氏方

a 158 0夕陽ケ丘母子寮
g ※須賀公民館

• 16日 O漁業協同組合

8 ※消防第 4 分間庁舎

• 19臼 O須幸喜・感きよ子方

8 ※須賀・乗蓮寺

• 20臼 O間隔艦大1館公民館

グ ※間隔矢締公箆舘

Q 21 臼 O真こと公民館

p ※東中原公民館

• 22臼 O中原公民館

1IIIIIIIIIIIImlllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 
の岳かゆ長野三シ第ま皇霊「ナる

iiiiiiiiii??i ベヲー織力管ンドネス ;iii
車有毒費量手罪喜左喜完喜重 苦手聖書
々星空毒患手事言語警 42 ミ 麗共通知傘立醸iニ少年時議官 Z 会皇室
長宗門書青霊会主童話劇察機麟欝略説機麟麟麟機斜 じ己

izigiifiiff?? 欝議議離纏髄議髄 :iifii3
E露出場ZZ i長野馨議議議議議欝欝繋 fE2553 義
主主ず主義震で署警襲て察会騒動料品ぬいて襲撃鯵鐘動議撃戦端私;gJ 事そ五警 E

詩」日??出曽野凡轟欝議ザ ilpiii; 
55ロ誌 2i 計お話襲撃ムミ羅芝警勝警幹 J鱗協;525 lZ 主主
持き Zf開戸日持議議務謬撃も襲撃 一撃5 5 告 EU52
2iififiifji; 露出議轟譲 畿勢一計HHf
望日 2 5 長 22 言語 74 1 繍麟警察I'þム会 3 Bll円内宮代隊長 、 皇室三金 53 長
だ警警護 Y5 き警警毒患宅広三す案文語芸 E ご樫尺￡?喜警書官室量三与三事手当雪塁長ム義手窓菜食す空毛主「轟=霊
い輝盟わ人 22 喪 t 会事 Z 芯プのロし。っく次絢をガ。にのい、高千五醤警長支音寺毛リ内けの毒だ零塁くいこでき柔三

Z 宅島 3 雪量だ宇品皇諸君 E 虫夏雇雪之室長 25FE 翌三主 22 事思?雲主主主 2; 之宮主計 E 会 fi 量 7 皇室宮
の三背」与やけずに礼と輩、いジ夢なにげしそ書ぬ「全い υ のの叫j れ /v る問迷たイるよ。へみ弼 η 気力支着る Jベ

5 5 喜 322 時三三宮で号室長 2 事:雪量 ZHE 警 Z S 号室 3 倍長著izutE22T計話1A
i 長 24T 雪量 lZ22 よ J 主 3 議員 :z-zZ7jZ226 託手 35 主号 TZ を 215:25 五 332号店 2

今
月
は
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
平
塚
第
一
一
一
団
ハ
少
年
獄
)
の
宮
代
隊

長
と
斑
長
諸
君
を
市
役
所
に
お
飽
き
し
て
そ
の
活
躍
ぶ
り
を
き
か

せ
て
も
b

い
ま
し
た
。
こ
の
隊
の
餐
ば
、
美
化
運
動
向
千
七
夕
ま
つ

り
の
相
持
活
世
監
理
で
市
民
の
自
に
も
と
ま
っ
た
は
ず
で
す
。



ラ
ッ
シ
ュ
に
西
口
を
鏡
え

昭和 38 年 8 月 1013

入の松

高瀬慎吾

ま
ず
ほ
が
ら
か
さ
を

年
に
な
り
急
に
成
演
が
下
っ
て
し

ま
っ
た
。
ど
符
績
の
気
持
は
よ
く

談
懇
で
滋
っ
た
奨
燦
例
かb

わ
か
り
ま
ナ
。
先
ず
家
間
協
で
こ
の

訟
山
学
校
で
は
非
常
に
勝
気
君
主
に
考
え
て
戴
宮
た
い
こ

で
あ
る
反
面
(
普
滋
の
と
は
、
今
ま
で
予
と
も
さ
ん
逮
へ

会
話
で
は
い
い
の
で
す
が
〉
先
生
の
接
し
方
、
し
つ
け
方
は
同
じ
織

に
揺
れ
る
と
す
ぐ
の
ぼ
せ
あ
が
っ
度
で
望
ま
れ
て
き
た
で
し
ょ
う
か

て
と
も
る
よ
う
に
な
っ
て
嘗
た
よ
ま
た
学
校
の
成
績
に
つ
い
て
措
置
別

う
で
す
。
そ
れ
に
五
年
ば
立
っ
て
を
な
さ
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
羽
人

成
援
が
下
が
っ
て
し
ま

p

見
弟
で
こ
の
子
だ
け
が

い
、
以
後
学
授
か
ら
帰
一
弘
品
締
約
紙
持
軍
女
の
子
。
児
務
問
、
友

っ
て
く
る
と
自
分
の
勉r
n機
械
校
総
耕
糊
哲
人
間
は
う
ま
く
い
っ
て

強
都
議
に
は
い
っ
て
し
総
祭
d
.輔
滋
開
閉
闘
い
る
で
し
ょ
う
か
。
拐

ま
い
ま
す
。
し
か
し
一
樹
戸
込
鳴
謝
脚
九
任
の
先
生
へ
議
近
の
学

生
懸
指
努
力
し
て
い
る
綴
磯
鋭
機
翠
鱗
穣
蕩
で
の
ノ
!
ト
の
取
り

ょ
う
で
す
が
戒
績
は
あ
万
に
間
違
っ
た
一
啓
露
の

が
り
ま
せ
ん
。
心
の
ゆ
と
り
が
な
仕
方
を
し
て
れ
な
い
か
牛
、
休
み

く
、
い
つ
も
何
か
考
え
て
い
る
よ
時
間
友
達
と
遊
ん
で
い
る
状
態
は

う
で
明
る
ざ
や
路pっ
か
さ
が
な
く
ど
う
か
出
て
ど
の
方
面
か
ら
仲

な
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。
一
軍
人
の
ば
し
て
い
っ
た
ら

ρ
い
か
な
ど
を

勉
強
方
去
が
い
け
注
い
の
で
し
ょ
蕗
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
ナ
か
。

う
か
。
そ
れ
と
も
こ
れ
だ
け
の
能
勉
強
と
い
う
考
え
万
を
切
り
離

刀
し
か
持
っ
て
い
な
い
の
で
し
よ
し
、
朗
ら
か
に
&
ご
さ
せ
る
よ
う

う
か
。
こ
の
子
は
四
人
兄
弟
で
ニ
に
惑
い
て

ρ
九
九
ー
た
き
た
い
も
の
で

番
目
に
生
れ
ま
し
た
。
す
。

私たちの生活を重量かで楽しいものとナるに

よ、政治を立派なものにしなければなりませ

ん。そして主主派な政治の実環には、明るく正

しい選挙が必要ですa みんなでかいてくださ

、 '0 作品〕ー形は自由、理言語Ijとして119色以

内、公明選挙を表現するもの、 IJ，. 中 e 高校

生 1 人工点自作のこと。(広募〕一宮月 20ま

êiこ、市議事室室内、平塚市選挙管理委員会iこ

出すこと。洋品の裏面 lこ県名、学校名、学

年、氏名号明書記のこと。(著書王室、一東京芸術

大高問先主主ほか、発表10月中司、応募作品は

返しません。入賞作は自由に利用しまナ。

審議治省。公明選挙連繋

文議事管砂選挙管灘聾員会

短
説
e

打
倒
福
間
高
九

ロ韓散 119.851 

字管轄盈 27 ,375 

域笛曜日 88Km2

口衝置 し766

。世帯溺 177 

社会地 45b自然増 100 

庁 73 ，砧2 (世様18 ， 010)

野担、051 (" 4 ,706) 

回 4 ， 893 (If 1 ，師6)

島 1.91 ，1 (ff 338) 

萌1.555 (" 278) 

悶 2 ， 216 (" 459) 

5 ,311 (fI 1, 121) 

沢 3 ， 786 (tf 619) 

!l 4 、 463 (ff 778) 

-7 耳 1 a現在一


